
 

 

 

 

 

 年末には収まりかかっておりました「コロナウィルス」

も新年とともに猛威を振るい始め、あっという間に「レベ

ル５」になってしまいました。重症化率は低いとか、ピー

クは早めに来るとか、気休めでも期待したい情報が流れて

おりますが、早期に沈静化することをただただ祈るばかり

です。そんな中、ギリギリのタイミングで１月９日に令和

３年度の川路地区成人式が行われました。式典には、佐藤

飯田市長も出席して頂き、コロナ禍の制約はありました

が、厳粛なうちにも楽しい成人式が行われました。新成人

の皆さんの自己紹介では、ご両親、地元の方々に対する感

謝の言葉が多く聞かれ、故郷川路に戻って恩返しをしたい

と多くの方がお話ししてくれました。タイムカプセルで埋

めておいた自分宛の手紙の開封、ご両親へ感謝の気持ちを

込めて花束のプレゼント、記念写真撮影等々コロナ禍でし

たが立派な楽しい式典となりました。若い皆さんの晴れ姿

って素晴らしいですね。綺麗に着飾った我が子を見て感無

量のご両親。その姿を見ている私たちも感動のお裾分けを

しっかり頂きました。主催して頂いた公民館の皆さん、新

成人の中から選ばれた実行委員の皆さん、大変お疲れ様で

した。 

今年の新成人は全部で２４名と理想の人数。人口減少が言

われる中、川路の新成人の人数が２０人以上を維持できる

ようなまちづくりに取り組んで参ります。 

各戸配布 

『豊かで活力ある安全安心な川路』の実現！ ２０２２年（令和４年）１月１９日  

川路まちづくり役員会便り 第１９号 

佐藤飯田市長による祝辞 

新成人の皆さんの自己紹介 

（３月発行の館報かわじに詳しく紹介されます） 

コロナ禍の為、蜜を避けて外で記念撮影 

ご両親に花束を贈って感謝、あちこちでハンカチを目に当てる姿が 

飯田市配布の雑誌に紹介された江口さんの抱負 

裏面もご覧下さい 



 

 

１月１４日から２月１３日までの１か月間予定をされておりました

天龍峡ナイトミュージアムはコロナ禍の為、開始日を延期することになりました。１月８日に予定されて

おりましたプレオープンは５０人ほどの一般見学者を迎えて予定通り実施できました。今年の目玉は龍角

峰に投影された動きのある巨大な龍の映像です。見応え十分で、是非皆さんにも見て頂きたい映像です。

イベントは観光庁の補助金を受けているため最終日を延期することは難しく、このままコロナウィルスが

推移しますと、開催そのものが中止となってしまうリスクがあります。昨年も似たような状況で１月を中

止し、２月２週間ほどの開催でしたが、今年も２月になって開催できることをただただ祈るばかりです。 

 

 

川路基本構想策定委員会は総勢５８人になりますので、このコロナ禍１月２１日に予定しておりました

策定会は延期とさせて頂き、メンバーの経歴に応じた課題を設定し、紙面にて提出して頂くことになりま

した。一方今月からスタートする２つの分科会「川路農業活性化検討分科会」「天龍峡観光活性化検討分

科会」に関しましては委嘱する委員も承認され、委嘱状を配布する段階になっております。人数も１０人

前後と少ないため、コロナに対する対策を強化した中で第１回の分科会を実施することになりました。 

「川路農業活性化検討分科会」は１月２０日１９時、「天龍峡観光活性化検討分科会」は１月２７日１９

時、川路公民館にて実施します。委嘱を受けた方は恐縮ですがご協力のほど宜しくお願いいたします。 

天龍峡ナイトミュージアム、残念ですが延期に！ 

今年のナイトミュージアム会場入り口 

＜川路まちづくり委員会 今村会長祝辞＞ 

成人の日にあたり、新成人の皆さんとそのご家族に、 

川路の住民と川路まちづくり委員会を代表して心からのお祝いを申し上げます。 

この 2年間、私たちに襲いかかっている新型コロナウイルスは、『オミクロン株』に変異し、感染の第 6波がやっ

てきていますが、人類の知恵と私たちが注意深く生活することによって、いずれ時間とともに沈静化するものと思

います。しかし、今後も気候変動やそれに伴う災害の発生、未知のウイルスの襲来など、様々な困難が皆さんの人

生の途中で起こるかもしれません。そういった困難に直面したとき、今の経験を生かし知恵を絞ってそれぞれの人

生を切り開いでいただけるものと、期待しています。私はここ数年、川路の成人式に出席させていただいて深く思

うことがあります。それは新成人の皆さんから「川路に帰る…」という言葉が多く聞かれるということです。今は

勉強や仕事で故郷を離れている人も、いつかは帰りたい、決して故郷を忘れないという気持ちを持ち続けているこ

とに毎年感動しているのです。川路まちづくり委員会は、そうした皆さんの思いに応えられるような故郷づくりを

していきたいと思っています。中には、ずっと川路に住み続ける人もいるでしょう。外に出ていても、すぐ帰って

来る人もいるでしょうし、私のように 40年以上かけてふるさとに戻る人もいるでしょう。いつか、皆さんと一緒に

新しい川路のまちづくりができることを願い、成人の日のお祝いの言葉と致します。おめでとうございました。 

令和 4年 1月９日  川路まちづくり委員会 今村正大 

龍角峰に現れた巨大な龍の動きのある映像 

川路基本構想の分科会がスタートします 


